
令和８年度第１回倫理審査委員会報告 

 

○ 目 的 

衛生研究所の職員が実施する調査、研究、実験及び実習等が研究対象者の人権配慮、研究内容の説

明と同意等、倫理的配慮の下で適切に行われることを目的として、倫理審査委員会による審査を実施

しました。 

 

○ 開催日   令和８年８月３日（月） 

 

○ 倫理審査委員 

 委 員 長    浅岡 隆裕   立正大学文学部 教授 

 副委員長    𠮷田 和浩   衛生研究所 副所長 

委  員    守屋 利佳   北里大学医学部 教授 

委  員    香川 比洋   茅ヶ崎市民 

委  員    大久保 一郎  茅ヶ崎市保健所 所長 

委  員    関戸 晴子   衛生研究所 企画情報部長 

委  員    古川 一郎   衛生研究所 微生物部長 

委  員    脇 ますみ   衛生研究所 理化学部長 

委  員    石野 珠紀   衛生研究所 地域調査部長 

 

○ 審査対象研究課題 

令和８年度から研究実施申請のありました人を対象とする医学系研究課題で、迅速審査の対象であ

る２課題について審査を実施しました。また、報告事項として、令和６年度から研究実施申請のあり

ました人を対象とする医学系研究課題で軽微な変更に伴う迅速審査を実施した１課題についての審査

結果報告、令和８年度に多機関共同研究における倫理（一括）審査で承認を受けた1課題の審査報告、

令和４年度に承認を受けた１課題及び令和５年度に承認を受けた１課題の研究の結果・成果の公表報

告、令和４年度に承認を受けた１課題及び令和７年度に承認を受けた１課題の研究終了報告を実施し

ました。 

 

○ 審査項目 

１ 研究の目的及び意義 

２ 研究によって生ずる危険性と学術上の成果の総合的判断などの科学的合理性 

３ 研究対象となる個人又は検査材の提供者の人権擁護などの倫理的合理性 

４ 試料・情報の入手方法 

 

○ 審査結果 

 １ 感染症発生動向調査事業等の行政依頼検査に関わる呼吸器感染症原因菌の検査手法および 

分子疫学解析の検討 （令和８年度倫理審査 承認） 

 ２ 感染症発生動向調査事業等での検査依頼に係る急性脳炎、急性弛緩性麻痺および無菌性髄膜炎

患者検体からの病原体検索の検討 （令和８年度倫理審査 承認） 

 

○ 軽微な変更に伴う迅速審査を行った研究課題 

 １ 帯状疱疹ワクチン定期接種化前後の帯状疱疹の発生動向に関する研究 

  （倫理審査 令和６年12月25日承認、軽微な変更に伴う迅速審査 令和８年６月26日承認） 

 

○ 多機関共同研究多機関共同研究における倫理（一括）審査報告 

 １ 国内流行HIV及びその薬剤耐性株の長期的動向把握に関する研究、神奈川県における流行 

HIV株の動向調査研究 

（倫理（一括）審査 令和８年４月８日承認 国立健康危機管理研究機構倫理審査委員会） 



 

○ 研究の結果・成果の公表報告 

１ 多分野連携による新興・再興エンテロウイルス感染症に対する検査・診断・治療・予防法 

開発に向けた研究、エンテロウイルスの検査法開発・疫学研究 

（倫理審査 令和５年１月18日承認） 

    （論文発表） 

 ２ デジタル検出法を用いた公衆衛生の向上に資する研究（倫理審査 令和６年１月15日承認） 

    （論文発表） 

 

○ 承認を受けた課題の研究終了報告 

 １ 神奈川県における北京型結核菌の分子疫学解析及び全ゲノム解析による分子疫学調査法の確立 

 （倫理審査 令和４年12月23日承認 ） 

   （令和８年３月31日 研究終了） 

 ２ 神奈川県で分離されたA群溶血性レンサ球菌咽頭炎由来株におけるUK系統株の流行解析究 

（倫理審査 令和７年６月２日承認） 

    （令和８年３月31日 研究終了） 

 


